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東京会場開催日一覧 

女子青年大会城南地区 
          日本橋会場開催 

☆
支
部
行
事
の
お
知
ら
せ 

・支
部
幹
事
会 

十
一
月
九
日
（水
）午
後
六
時
～
（都
南
に
て
） 

・教
区
ひ
の
き
し
ん 

十
一
月
五
日
（
水
）
午
前 

九
時
半
～ 

本
大
崎
組 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

   

・在
宅
セ
ン
タ
ー
今
年
最
後
の
ひ
の
き
し
ん 

 

十
二
月 

二
日
（金
）午
前
九
時
半
～ 

 
 

・支
部
例
会
十
一
月
三
十
日
（二
頁
参
照
） 

時
報
手
配
り
十
一
月
予
定 

・神
名
流
し 

十
一
月
一
日
（
土
）午
後
十
時
～ 

  

場
所 

大
井
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー 

 
 

 
 

  

☆
教
務
支
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・基
礎
講
座 

十
一
月
は
品
川
支
部
が
参
加
推
進
支
部
に
当
た
って 

お
り
ま
す
の
で
お
働
き
か
け
お
願
い
い
た
し
ま
す 

・天
理
時
報
」定
価
・年
間
購
読
料
改
定 

再
度
お
知
ら
せ
で
す
が
、
郵
貯
か
ら
の
振
り
込
み
に 

変
え
る
な
ど
節
約
方
法
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い 

・少
年
会
・お
年
玉
グ
ッ
ズ
、
リ
ト
マ
ガ
一
月
号 

今
回
の
品
は
、
ひ
ざ
掛
（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
）四
日
ま
で 

リ
ト
マ
ガ
は  

カ
レ
ン
ダ
ー
付
き
、
十
日
ま
で
に
・・ 

・ま
こ
と
会
総
会 

十
一
月
三
日
（祝
）午
前
十
時
～
十
六
時
頃
ま
で 

  

お
勤
め
十
二
下
り
、
記
念
講
演
後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

・学
生
会
総
会 

十
一
月
二
十
日
（日
） 

支部青年会  浅 田 一 善 

 

☆ ビデオ研修中で見入っている皆さんです 

☆ 10時半、婦人会スタッフの方お願づとめからスタート 

☆ 12時半、受け付け開始 



平
成
十
五
年
に
三
代
会
長

夫
妻
が
相
次
い
で
出
直
し
し

た
た
め
、
四
代
会
長
に
家
内
、

そ
の
後
資
格
を
取
得
し
て
、

私
が
五
代
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
。 
 

月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も

の
で
、
も
う
十
三
年
に
な
り

ま
す
が
、
三
代
会
長
同
様
に

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
一
員
と

し
て
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 

 

副
支
部
長 

浅
田 

正
行 

   

神
品
川
分
教
会
は
、
教
祖

四
十
年
祭
の
教
勢
倍
加
運
動

さ
な
か
の
大
正
十
四
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

浅
田
家
の
信
仰
は
、
二
代

会
長
（
家
内
の
祖
母
）
の
長

女
が
一
歳
頃
「
ひ
き
つ
け
」

に
て
半
身
の
自
由
を
失
い
、

医
薬
・
ま
じ
な
い
と
手
を
尽

く
し
た
も
の
の
効
な
く
、
義

母
の
信
仰
し
て
い
た
天
理
教

の
諸
先
生
の
勧
め
で
入
信
し

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
大
正
六
年
に
神

戸
か
ら
現
在
地
に
上
京
し
、

当
時
近
所
に
あ
っ
た
品
川
分

教
会
の
諸
先
生
の
指
導
の
も

と
、
夫
婦
揃
っ
て
信
仰
を
深

め
、
関
東
大
震
災
で
は
焼
け

出
さ
れ
た
人
々
を
お
世
話
し
、

皆
か
ら
「
助
け
の
神
」
と
仰

が
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
こ
ろ
、
諸
先
生
か
ら
も

教
会
設
立
を
強
く
勧
め
ら
れ
、

当
時
資
格
が
な
い
の
で
、
叔

父
名
義
で
宣
教
所
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
奉
告
祭
に
は
、

東
京
教
区
支
局
長
増
野
道
興

先
生
始
め
、
麹
町
分
教
会
長

な
ど
多
数
の
参
列
を
い
た
だ

き
、
盛
大
に
執
行
さ
れ
ま
し

た
。 

 

初
代
所
長
は
、
神
戸
で
居

を
構
え
て
い
た
た
め
、
年
一
、

二
回
の
上
京
で
、
姉
で
あ
る

義
母
が
初
代
代
行
を
つ
と
め

て
お
り
ま
し
た
。
夫
は
会
社

勤
め
、
工
場
経
営
で
ご
奉
公
、

二
代
会
長
は
お
た
す
け
に
専

念
し
、
戦
後
の
一
時
期
に
は

住
む
所
の
な
い
人
々
を
引
き

取
り
、
三
十
人
以
上
が
教
会

に
住
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

三
代
会
長
（
家
内
の
父
）

は
、
四
十
年
以
上
会
長
を
つ

と
め
ま
し
た
が
、
上
級
（
神

戸
）
最
上
級
（
大
阪
）
と
遠

方
な
た
め
、
地
域
で
の
横
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま

し
た
。
地
方
委
員
、
支
部
の

財
務
担
当
と
し
て
尽
力
し
、

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、
懇
意

に
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

教
会
紹
介 


